
－

一

一

○
九

月
の

行
事

ヱ
　
　
　
。

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

九
月行

事

（小）

一
　

々
丶

な
力長
朔
＝

朔
月

の
こ

と
で
、

つ
き月

新
月
を
指
す

九
月

七
日

白
露

の
節

よ
り

房
宿
　（
久
子
酉

討
討
鸚
）

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出
入

１
日

水
宍
二
六
塵
山災
韶
Ｌ
頴

詭
計
寸
‰
訌
謔

卜
こ
五
贏

五
箕
会
儿
四

２
日

水
そ
つ
宕
う
し

五
黄

３
日

金
あ
え
ヒ
ら
回

緑
不
成
就
日

４
日

土
き
宕
　

う
三

碧
敦
賀
気
比
神
宮
祭

５
日

日
ひ

？
た
っ
二
黒

６
日

月
ひ
？
　

ふ
一
白

廿
六

友
引

ご
る
斗

月
出
入

５
９

１
６

２
３

１
４

７
日

火
っ
ち
？
う
ま

九
紫

白
露

一
八

時
五

三
分
ヽ
旧
八
朔

朔
九

時
五

二
烈
月
小

４
７
　
９

１
０
　
０

５
８
　
５

１
　
１

満
潮

干
潮

１５ ．２８

２２ ．３０

６． １８

１８．４８

－

１５．４６

１． ３４

２０．４０

昔
先
負
で

霎
牛
ふ
く

日
５．１４
８．０６
０．５２
５．５８
｜．０９
６．０７

１
　

１
　
１

艾
佛
滅
あ

で
女
神
よ

し
５．１５
８．０５
１．５１
６．４２
２．３５
６．２９

１
　

１
　
１

苴
大
安
々

ら
虚

大
今
う
５．１６
８．０３
２．５３
Ｊ

３
．
２
３

６
．
５
２

１
　

１
　
１

丗
赤
口
お

え
危

ｓ
ｙ
５
１７
８．０２
３．５９
７．５５
４．０４
Ｊ

１
　

１
　
１

８
日

水
っ
あ
谷
っ
し

八
白

二
日
灸
、

太
出
合
竜
開
山
忌
、

不
成
就
日

９
日

水
咎
゛
念
七
赤
庚
重

諦
一
多
粒賀
万夫
倍社
日光
月
古
例
祭
、

救
急
の
囗
、

１
０

日
金

お
ご

ご
り

六
白

二
百

二
十
日

１
１

日
土

そ
つ

？
い

心
五

黄
東
京
芝
大
神
宮
し

ょ
う

が
市
（
２１
日
迄
）

朔
友
引
お

え
室
１
つ

吏
５．
１７
８．０
０

１

二
先
負
ひ

ら
く
壁

５
７
２

０
２
４

５
８
４

１

１
８

５
９

１
２

５
１
７
６

三
佛
滅
乂Ｊ
　

”
つ

奎
大
今
う
５
』９
７．５
７

１

丶８．５７

１０．０４１０ ．４３

１７．４０

１１ ．２０

別
０
６

５。

７． ２０

１９．２７

６． ０２

四
大
安
心

つ
婁

大
令
う
５．２０
Ｊ

８
．
２
８

１

５６

１８．３１　 １８．

０． １２　１丶．

１９ ．５８

６． ４５

１８．５６

０． ４５

０
５

８
２
２

五
赤

口
７
く
胃

母
倉
５
．２
７．５

口
０．３
７
．
３

１
　
２

１
３

９
１

１
２

日
日

そ
つ

回
ふ

四
緑

福
岡
筥
崎
宮
放
生
会
（
１８
日
迄
）

、
八

せ
ん

終
り

六
先
勝
ふ
　
っ
昴

ぢ
う

日
５．２
７
．５
０．
４
囗

１
１
２

１
３

日
月

あ
え
　
芒
二

碧
世
界
の

法
の
日
、

甲
子

１
４

日
火

き
回

う
し

二
黒
　

上
弦

五
時

三
九
分

１
５

日
水

呂
；

こ
姦
計
豹
似
顔
よ
斜
、

１
６

日
水

ｇ
ビ
　う
九

紫
不様
成會
就鶴
日岡
八
幡
宮
や
ぶ

さ
め
、
一

粒
万
倍
日
、

１
７

日
金
つ
ち

り
え
っ
八
白

１
８

日
土

っ
ち

？
ふ
七
赤

岸
和
田
だ

ん
じ
り
祭
、
己
巳

１
９

日
日

お
え

う
エ
ハ
白

岩
手
水
沢
駒
形
祭
、

子
規
忌
、

大
つ
ち

１３．０３　１２．３０　 －　 ２３．３９　２３．０７　２２．３６

１９．２１

１． ２０

１３．３６

７
７
２
４

８。

七
友
引
た
い
ら

畢
天
お
ん

５
．
２
２

７
．
５
２

２
．
０
０

Ｊ
９．３５

１
１
２

八
先
負
え
ん
觜

万
事

吉
５．２３
７．５０
３．１０
Ｊ

１
．
２
７

１
１

２
１

九
佛
滅
ヒ

ら
参

天
お

ん
５．
２３
ＪＩ

４
７

十
大
安
心
ふ
る

井
天
お
ん

５
．２
７．４１

５
６

十
一

赤
口

あ
や

ぶ
鬼

天
お

ん
５．
２

７
．
４１

１４．１３

２３．４９

１４．２５

１５．５７　１５．０９

０． ５４　－

０． ３９　－

６
４
７

古
先
勝
な

ら
柳

十
し
５
．２
７．
４
ロ

１
１

６
３
１

十
三

友
引

お
え

星
月
ヒ
く

心
１７
．
１

２
０

日
月

ち
互
じ
会
動
Ｌ
蒹
］

贊
韶
一
｜

司
牋

局
長
韭
Ｌ
程
皙
十
？

背
ｙ
才
張
　
　５
．２
７
回

２
１

日
天

血
止

贏
％
齟
韭
匸
鯒
枦
‰
万
倍

日
、
　十
五

佛
滅

ピ
’

つ
翼

神
よ

し
５．２８
１７．４
０
皿

２
２

日
水
み
．

つ
？
ご
リ

三
碧

２
３

日
木

あ
え

い
心

二
黒

漆
岔
こ
葭
龍
二
膕
－

２
４

日
金

き
？
　
ゐ
一

白
結
核
予
防
週
間
、

不
成
就
日

２
５

日
土

諾
え
　

心
九
紫

２
６

日
日

９
万
つ
し

八
白

彼
岸
明
け
、
和
歌
山
日
前

・
国

懸
祭

゛
一

“
日

月
゜

あ
杳
ら
七

赤
三小
隣田
亡原
道
子
尊
大
祭
、
社
日
、

小
っ
ち
、

２
８

日
火

っ
あ

？
つ

六
白

一
粒

万
倍
日

２
９

日
水

お
え

た
っ

五
黄

３
下
弦
一

〇
時

五
七
分
、

曹
洞
宗
両

柤
忌

３
０

日
木

お
ピ
　

ふ
四
緑

３． ０９　 ２． ０２

３． ２３　 ２． ２７

４． １４

４． ０５

９
８

４
７

十
六

大
安

た
っ

軫
大
今
つ

５
．２
７．３

８
．３
６．１

１
１

１７　 ５． １７

１８　 ４． ４２５。
２０．５１　２０．１６　１９１７．４８　１７．２８　１７．０７　１６．４４　１６．１ ９　１５．５２　１５．２１　 ２１ ．５３

３． ４５　 ２． ４３　 １． ５８

４． ４２　１４．０８

四
〇

旧

八七

月月

小大

残
暑
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
が
、

そ
れ

で
も

月
半

ば
を

過
ぎ

る
と

朝
夕

涼
気

を
感

じ
よ
う
。

こ
の

季
節
、
夏
場
の

疲
れ

が
表
面
化

し
た
り
、

暑
さ

の
た

め
に

消
化

と
、

思
わ

ぬ
重

病
に

な
る

こ
と

が
あ
る
。

ま
た

立
春

か
ら

数
え

た
「
二

百
十
日
」

や
「

二
百

二
十
日
」

が
あ

る
が

、
こ

れ
は

農
作

（
稲

の
開
花
期
）
と
台
風
の
関
係
を

表
し

て
い

て
、

注
意

を
喚
起
す

る
よ

う
に

し
た

わ
が

国
独

特
の

呼
称

で
あ
る
。

【
冠

】
九

月
九

日
は

五
節
句
の

最
後
、
「

重
陽
（
九

と
い

う
数
字

を
陽
数
と

し
た

陰
陽
術
に
よ
る
）

の
節
句
」

ど
い
う
。

ま
た

の
名
を

「
菊

の
節
句
」

と
呼

ぶ
よ

う
に
、

こ
の

日
は

酒
に

菊
花

を
ひ

た
し

て
飲
み
、

健
康
長
寿
を
祝
う
な

ら
わ

し
も

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

【
婚

】
こ

の
月

か
ら

秋
の

結
婚

シ
ー

ズ
ン

が
始
ま
る
。
挙
式
に

１
続
く
新
婚
旅
行
に

も
快
適
な
気

５
．
３
１

候
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
れ
で
な

１

７
１

だ
け
に
、

ハ
ー

ド
な

ス
ケ

ジ
ュ

７
．０
０．１

１
ル

は
極

力
避
け
、

一
生

の
思

２
　

’
　
　
　

丶
゛

『
　

Ｉ
“

跏
Ｉ

Ｉ
ｒ

―
一

ｌ
ｌ

・
一
　
－

１
５

５
．２
１７．５
く
て
も

心
労
が
重
な
っ

た
直
後

９
７

０
７

２
８

０
３

十
七

赤
口

心
ぞ

く
角

母
倉
５
．２
７．３
９
．０
７コ
５．
５

８
．０
口
２
．
１

１
１
　
　

１
　
１

い
出

に
ぜ

ひ
心

楽
し

い
旅

行
を

持
ち
た
い

も
の

で
あ
る
。

【
葬

】
彼
岸
入
り
か

ら
彼
岸
明

け
ま

で
の

「
秋

分
の

日
」

を
中

心
と

し
た

七
日
問
が
秋
の

お
彼

岸
で

あ
る
。
先
祖
に
感
謝
し
精

霊
の

供
養

や
墓

前
の

香
華

の
手

向
け

等
を

行
う

。
暑

さ
寒

さ
も

彼
岸

ま
で

、
暑

さ
の

峠
も

ま
ず

越
え

た
も

の
と

い
え

よ
う
。

【
祭

】
九
月
一

日
は

「
防

災
の

日
」

こ
れ

は
大

正
十

二
年

の
こ

の
日

関
東
一
。

円
を
襲
っ

た
大
地

震
に
よ
っ

て
、

未
曽
有
（
み
ぞ

う
）

の
災
害
が
出
た
た
め
に
、

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０

３
５

２
７

１
５

２
７

２
７

３
０

３
９

災
害
の
怖
さ
を

銘
記
す
る

よ
う

十
’

先
勝

ふ
　

っ
亢

月
ど

く
ｉ
１
７

．
１９．

―
＆
１
８

．
－
１
２

．
に

定
め

ら
れ

た
日

で
あ
る
゜

１
４

６
４

十
九

友
引
た
い

ら
氏

大
く

わ
５．３
７
．３
９．５
９
．
１

１
１

０
４

４
６

７。

２
３

９
２
３

廿
先
負
さ
だ
ん

房
神
よ
し

５
．３
７．３
０
．２
０コ
７．４

１
２
１

２
１

７
０

廿
一

佛
滅

ご
る

心
嗚
ゝ
こ
　５．３
１７．３
ワ１∩
］
１
１
．
１

３
０

廿
二

大
安

営
ふ

る
尾

大
今

う
５．３
７
．
３
１

４

せ
ニ

赤
口

あ
ご

箕
百
事
吉
５
．
３５

茘
先
勝
々

ら
牛

十
し
５
．
３

８． ２９

２１ ．５０

１２．０７

９． ２６

１７．２７　１７．２８

２３．３６　２２．４０

１３．５１　 １３．０１

－　 １０．５９

５５　２０ ．０９　 １９ ．４７　 １９．２６　 １９ ．０６　 １８．１４．
５
９

０
２
　
　旧
暦
八
月
十
五

日
は

「
十
五

－
１３．

夜
の

望
月
」
で
あ
る
。
こ

れ
を

５． １８　 ３． ３９　 ２． ４１　 ２． ０２　 １． ２９

－　 １丶．２２　 １４．０５　 １３．４５　 １３．２４

※
昼

夜
の

長
さ

が
ほ

と
ん

ど
等
し
く
な
る

の
は

、
日
本
で

は
春
分
か

ら
三

日
前

、
秋
分
か

ら
三

日
後

で
あ
る
。

○
九

月
の

行
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
弦

＝
上

弦
の

月
を

指
す

仲
秋

の
名

月
と

い
う

の
は

、
七

月
を

初
秋

、
八

月
を

仲
秋

、
九

月
を
晩
秋
と
い
い
、

そ
の

八
月

の
十

五
夜

が
満

月
だ

か
ら

で
あ

る
。
「
敬

老
の
日
」

九
月
第
三

月
曜

日
（
平
成
十
五
年
施
行
）

。
社
会

に
尽
く
し

て
き
た
老
人
を
敬
愛

し
、

長
寿

を
祝

う
日
。
ま

た
十
五

日
が

「
老

人
の

日
」

、
十

五
日
か

ら
二

十
一

日
ま

で
は

老
人

週
間

（
平

成
十

四
年
施
行
）
で

あ
る
。

四
一


